
仙仙台台市市水水道道事事業業会会計計決決算算のの大大要要

令令 和和 77 年年 度度

仙仙 台台 市市 水水 道道 局局





(A) 1,062,448 人 1,062,932 人 △ 484 人 100.0

(B) 1,059,951 人 1,060,363 人 △ 412 人 100.0

(B/A) 99.8 ％ 99.8 ％ 0.0 ％ 　-

119,292,869 ｍ３ 119,515,405 ｍ３ △ 222,536 ｍ３ 99.8

326,830 ｍ３ 327,439 ｍ３ △ 609 ｍ３ 99.8

341,243 ｍ３ 343,732 ｍ３ △ 2,489 ｍ３ 99.3

501,794 栓 496,101 栓 5,693 栓 101.1

115,251,683 ｍ３ 115,363,704 ｍ３ △ 112,021 ｍ３ 99.9

112,497,967 ｍ３ 112,584,322 ｍ３ △ 86,355 ｍ３ 99.9

96.6 ％ 96.5 ％ 0.1 ％ 　-

94.3 ％ 94.2 ％ 0.1 ％ 　-

経営面におきましては，アセットマネジメントによる施設の適切な維持管理や老朽化した管路の

した。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

立方メートル（ 0.2％）減，年間有収水量が 1億 1,249万 8千立方メートル，前年度比 8万 6千立方

更新，水需要に合わせた施設の再構築など，経営基盤の強化に向けた取組を進めてまいりま

メートル（0.1％）減となり，有収率は前年度より0.1ポイント向上して94.3％となりました。■

令和7年度仙台市水道事業の概況と決算の大要

本年度の水道事業は，「仙台市水道事業基本計画（令和 2年度～令和 11年度）」と，その実施計

画に当たる「仙台市水道事業中期経営計画（令和7年度～令和11年度）」に基づき，「水道システム

の最適化」，「持続可能な経営」，「関係者との連携強化」に取り組みながら，お客さまが実感できる

事業実績につきましては，年間総配水量が 1億 1,929万 3千立方メートル，前年度比 22万 2千

良好な水質の実現と水道水の安定供給に努めてまいりました。■■■■■■■■■■■■■■■

１ 事 業 の 概 況 ■

建設改良事業につきましては，配水管整備事業で，配水支管の更新工事を行うなど，事業費83

水仕切弁設置工事，非常用自家発電設備の更新工事等，災害・安全対策関連事業を進めるなど，

区 分 令 和 7 年 度 令 和 6 年 度
比 較

増 減 （ △ 減 ） 比率 (％ ）

福岡取水場をはじめとした各種施設の耐震補強工事，配水機能強化のための茂庭配水幹線への不断

億 7千 8百万円を支出し，配水管延べ 36,985メートルを布設しました。また，施設整備事業では，

（１）普 及 状 況 ■ ■

事業費 36億 6千 9百万円を支出しました。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

計画給水区域内人口

給 水 人 口

普 及 率

区 分

（２）配 水 状 況 ■ ■

比 較
増 減 （ △ 減 ） 比率 (％ ）

年 間 総 配 水 量

一 日 平 均 配 水 量

一 日 最 大 配 水 量

令 和 6 年 度

使 用 給 水 栓 数

年 間 有 効 水 量

年 間 有 収 水 量

有 効 率

有 収 率

令 和 7 年 度
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（１）　収益的収入及び支出

（単位　千円）

30,295,837 △ 63,000 30,232,837 30,413,301 180,464

27,097,534 101,000 27,198,534 27,295,795 97,261

25,778,489 120,000 25,898,489 25,964,125 65,636

111,137 △ 10,000 101,137 128,110 26,973

1,207,908 △ 9,000 1,198,908 1,203,560 4,652

3,194,002 △ 164,000 3,030,002 3,110,767 80,765

43,402 23,000 66,402 67,081 679

35,828 0 35,828 40,575 4,747

1,310,007 △ 198,000 1,112,007 1,164,533 52,526

339,671 0 339,671 340,176 505

1,326,840 0 1,326,840 1,307,137 △ 19,703

138,254 11,000 149,254 191,265 42,011

4,301 0 4,301 6,739 2,438

1 0 1 726 725

4,300 0 4,300 6,013 1,713

（注）　収益的収入は消費税及び地方消費税込みの額である。

水道事業収益は，当初 30,295,837千円を予定いたしましたが，給水収益，受取利息等の増収

受 取 利 息

なりましたので，予算額に対して 180,464千円の増収となりました。■■

決算については，長期前受金戻入で減収となりましたが，給水収益等の増収により 30,413,301千円と

水 道 事 業 収 益

他 会 計 補 助 金

営 業 収 益

給 水 収 益

固 定 資 産 売 却 益

雑 収 益

受 託 工 事 収 益

営 業 外 収 益

そ の 他 営 業 収 益

長 期 前 受 金 戻 入

見込みと，受託工事収益，水道加入金等の減収見込みとの差引きにより，63,000千円を減額補正

計

いたしましたので，最終予算額は 30,232,837千円となりました。□□□□□□□□□□□□□□□

２ 決 算 の 大 要

不 動 産 賃 貸 料

決 算 額

過 年 度 損 益 修 正 益

特 別 利 益

収 益 的 収 入

予 算 額 増 減

補 正 予 算 額
（ △ 減 ）

（  △     減  ）

水 道 加 入 金

当 初 予 算 額

■ ■ 区 分

科 目 ■
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（単位　千円）

28,424,403 △ 652,000 0 0 27,772,403 26,199,878 143,460 1,429,065

27,249,161 △ 499,000 0 0 26,750,161 25,259,141 143,460 1,347,560

784,001 △ 98,000 0 0 686,001 579,737 0 106,264

2,918,079 △ 123,000 0 0 2,795,079 2,546,080 0 248,999

4,996,823 0 0 0 4,996,823 4,911,341 0 85,482

3,360,913 △ 126,000 0 0 3,234,913 2,762,135 143,460 329,318

2,607,905 △ 7,000 0 △ 45,088 2,555,817 2,295,096 0 260,721

102,647 0 0 45,088 147,735 139,136 0 8,599

1,645,204 △ 18,000 0 0 1,627,204 1,576,412 0 50,792

1,785,341 △ 66,000 0 0 1,719,341 1,607,253 0 112,088

8,645,635 0 0 0 8,645,635 8,528,489 0 117,146

402,613 △ 61,000 0 0 341,613 313,462 0 28,151

1,096,542 △ 153,000 0 0 943,542 909,050 0 34,492

603,715 △ 46,000 0 0 557,715 556,342 0 1,373

461,251 △ 107,000 0 0 354,251 324,865 0 29,386

31,576 0 0 0 31,576 27,843 0 3,733

48,700 0 0 0 48,700 31,687 0 17,013

48,700 0 0 △ 556 48,144 31,132 0 17,012

0 0 0 551 551 551 0 0

0 0 0 5 5 4 0 1

30,000 0 0 0 30,000 0 0 30,000

30,000 0 0 0 30,000 0 0 30,000

（注）　収益的支出は消費税及び地方消費税込みの額である。

収 益 的 支 出

予 算 額
決 算 額

計科 目 ■
不 用 額

翌年度
繰越額流用増減額

（ △ 減 ）

受 託 工 事 費

予備費
支出額

水 道 事 業 費 用

区 分

消費税及び地方消費税

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

資 産 減 耗 費

業 務 費

総 係 費

支 払 利 息

営 業 費 用

給 水 費

原 水 費

浄 水 費

受 水 費

配 水 費

当初予算額
補正予算額
（ △ 減 ）

翌年度へ繰り越しいたしましたので，不用額は 1,429,065千円となりました。

水道事業費用は，当初 28,424,403千円を予定いたしましたが，浄水費，配水費等の減額

見込みに よ り ， 652,000 千円を減額補正いた し ま し たので ，最終予算額は 27,772,403 千円

決算については，配水費，給水費等の減少により 26,199,878千円となり，配水費で 143,460千円を

雑 支 出

過年度損益修正損

そ の 他 特 別 損 失

予 備 費

固 定 資 産 売 却 損

特 別 損 失

予 備 費

となりました。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

- 3 -－　　－3



（２）　資本的収入及び支出

（単位　千円）

8,045,010 △ 658,000 2,801,150 10,188,160 5,693,263 △4,494,897

5,920,000 △ 547,000 1,706,100 7,079,100 3,874,000 △3,205,100

8,580 0 0 8,580 9,870 1,290

1,710,250 11,000 858,908 2,580,158 1,466,359 △1,113,799

89,578 0 191,699 281,277 162,814 △ 118,463

161,148 △ 66,000 0 95,148 78,356 △ 16,792

141,551 △ 52,000 44,443 133,994 93,120 △ 40,874

13,903 △ 4,000 0 9,903 8,744 △ 1,159

（注）　資本的収入は消費税及び地方消費税込みの額である。

水 道 事 業
資本的収入

企 業 債

固 定 資 産
売 却 代 金

見込みと，企業債，開発負担金等の減収見込みとの差引きにより， 658,000千円を減額補正

し，これに前年度から繰り越した同意済企業債 1,706,100千円，出資金 858,908千円，国庫補助金

そ の 他
資本的収入

出 資 金

国庫補助金

開発負担金

企業債 2,297,000千円，出資金 1,075,820千円，国庫補助金 107,981千円，負担金 45,008千円を

負 担 金

水道事業資本的収入は，当初 8,045,010千円を予定いたしま したが ，出資金の増収

繰越工事の財源として翌年度へ繰り越したこと等によるものです。■■■■■■■■■■■■■■

決算額は 5,693,263千円となり，予算額に比べ 4,494,897千円の減収となりました。これは，

191,699千円，負担金 44,443千円を加え，最終予算額は 10,188,160千円となりました。■■■■■

資 本 的 収 入

予 算 額

補正予算額
（ △ 減 ）

決 算 額
増 減

（ △ 減 ）繰 越 額

■ 区 分

当初予算額 計科 目 ■
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（単位　千円）

21,574,539 △1,354,000 0 0 6,394,213 26,614,752 18,281,440 7,762,406 570,906

15,726,072 △1,276,000 0 0 6,394,213 20,844,285 12,541,952 7,762,406 539,927

10,730,623 △ 896,000 0 0 3,331,052 13,165,675 8,377,704 4,575,573 212,398

4,451,910 △ 286,000 0 0 2,763,429 6,929,339 3,669,489 3,074,573 185,277

543,539 △ 94,000 0 0 299,732 749,271 494,759 112,260 142,252

5,318,467 △ 78,000 0 0 0 5,240,467 5,239,488 0 979

500,000 0 0 0 0 500,000 500,000 0 0

30,000 0 0 0 0 30,000 0 0 30,000

（注）　資本的支出は消費税及び地方消費税込みの額である。

建 設 改 良 費

水 道 事 業
資本的支出

受託等工事費 112,260千円の合計 7,762,406千円を翌年度へ繰り越しいたしましたので，不用額は 570,906

資本的収入額 5,693,263千円が資本的支出額 18,281,440千円に対し不足する額 12,588,177千円は，

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 1,071,775千円，過年度分損益勘定留保資金 4,365,271

次に，資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額の補てん財源について説明いたします。■■■

千円，当年度分損益勘定留保資金 2,703,259千円及び建設改良積立金 4,447,872千円で補てんいたしました。

■ ■ ■ ■ ■

決算額は 18,281,440千円となり，配水管整備事業費 4,575,573千円，施設整備事業費 3,074,573千円，

減額見込みにより，1,354,000千円を減額補正し，これに前年度から繰り越した建設改良費 6,394,213千円

を加え，最終予算額は 26,614,752千円となりました。 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

配 水 管 整 備
事 業 費

水道事業資本的支出は，当初 21,574,539千円を予定いたしましたが，建設改良費，企業債償還金の

予 備 費

企業債償還金

施 設 整 備
事 業 費

受 託 等
工 事 費

そ の 他
資 本 的 支 出

資 本 的 支 出

■ 区 分 予 算 額
翌 年 度
繰 越 額科 目 ■ 当初予算額

補正予算額
（△ 　　 減）

決 算 額 不 用 額
計繰 越 額

予備費
支出額

流 用
増減額
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（単位　千円）

24,078,616 22,774,001 1,304,615 24,839,757 24,677,439 162,318

585,148 538,107 47,041 2,987,195 3,099,999 △ 112,804

28,884 23,036 5,848 6,309 5,578 731

24,692,648 23,335,144 1,357,504 27,833,261 27,783,016 50,245

△ 1,307,259 0

50,245 50,245

（注）　損益計算書は消費税及び地方消費税抜きの額である。

増 減
（ △ 減 ）

（３） 損 益 計 算 書

3,140,613 4,447,872

収 益 の 部

令和6年度
区分

営 業 費 用

 科目

区分
（ △ 減 ）

令和7年度

比 較 損 益 計 算 書

費 用 の 部

令和6年度

‐

小 計

営 業 外 費 用 営 業 外 収 益

小 計

当年度純利益

科目

営 業 収 益

特 別 損 失

当年度純損失

特 別 利 益

令和7年度
増 減

ま た，総 費用は 24,692,648千 円で ，前年度に比 べ 1,357,504千円の増加と なり ま し た。 これ は，

27,833,261

水 道 加 入 金 等 の 営 業 外 収 益 で 112,804 千 円 減 少 し ま し た が ， 受 託 工 事 収 益 等 の 営 業 収 益 で

  当年度の総収益は 27,833,261千円で ，前年度に比べ 50,245千円の増収と なりまし た。これ は，

27,783,016

162,318千円，過年度損益修正益等の特別利益で 731千円増加したことによるものです。■■■■

計 27,833,261 27,783,016計

等の特別損失で 5,848千円増加したことによるものです。■■■■■■■■■■■■■■■■■■

以上により，当年度は 3,140,613千円の純利益となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■

総係費等の営業費用で 1,304,615千円，支払利息等の営業外費用で 47,041千円，過年度損益修正損
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（単位　千円）
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ま た，総 費用は 24,692,648千 円で ，前年度に比 べ 1,357,504千円の増加と なり ま し た。 これ は，

27,833,261

水 道 加 入 金 等 の 営 業 外 収 益 で 112,804 千 円 減 少 し ま し た が ， 受 託 工 事 収 益 等 の 営 業 収 益 で

  当年度の総収益は 27,833,261千円で ，前年度に比べ 50,245千円の増収と なりまし た。これ は，

27,783,016

162,318千円，過年度損益修正益等の特別利益で 731千円増加したことによるものです。■■■■

計 27,833,261 27,783,016計

等の特別損失で 5,848千円増加したことによるものです。■■■■■■■■■■■■■■■■■■

以上により，当年度は 3,140,613千円の純利益となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■

総係費等の営業費用で 1,304,615千円，支払利息等の営業外費用で 47,041千円，過年度損益修正損
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（４）  剰余金計算書及び剰余金処分計算書（案）

残額の 3,140,613千円を建設改良積立金に積み立ていたします。■■■■■■■■■■■■■

当年度未処分利益剰余金 7,588,485千円については，4,447,872千円を資本金に組み入れ，

資本剰余金については，前年度末残高は 28,827,306千円でありましたが，増減はありません

で し た の で ， 当 年 度 末 残 高 は 28,827,306 千 円 と な り ま し た 。 当 年 度 末 残 高 の 内 訳 は ， 受 贈

負担金 22,339,295千円，その他資本剰余金 779,831千円となっております。■■■■■■■■

利益剰 余金につい ては，前 年度末残高が 8,611,692 千 円で あり ま し たが ，議 決に よる 処分

7,588,485千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

財産評価額 4,044,581千円，工事負担金 1,248,090千円，国庫（県）補助金 415,509千円，開発

により 4,163,820千円が減少し，当年度純利益 3,140,613千円が生じたことにより，当年度末残高は
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（単位　千円）

193,459,239 190,258,805 3,200,434 46,577,149 48,365,437 △ 1,788,288

20,065,990 21,698,213 △ 1,632,223 11,538,480 11,993,694 △ 455,214

25,724,944 26,520,203 △ 795,259

93,268,865 87,638,686 5,630,179

36,415,791 37,438,998 △ 1,023,207

213,525,229 211,957,018 1,568,211 213,525,229 211,957,018 1,568,211

（注）　貸借対照表は消費税及び地方消費税抜きの額である。

固定資産のうち，有形固定資産については，前年度末残高は 184,502,059千円でありましたが，

区分

科目

8,565,320千円が減少しましたので，当年度末残高は 187,361,565千円となりました。無形固定資産

計

剰 余 金

令和6年度
（ △ 減 ）

令和7年度 令和6年度

計

区分

流 動 負 債

当年度末残高は 20,065,990千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

流動資産については，前年度末残高は 21,698,213千円でありましたが，前払費用 4,476千円が

については，前年度末残高は 4,687,246千円でありましたが，建設改良事業により 101,808千円が増加

し，減価償却により 260,880千円が減少しましたので，当年度末残高は 4,528,174千円となりました。

が増加し，当年度末残高は 1,569,500千円となりました。これにより，固定資産の当年度末残高は

投資については，前年度末残高は 1,069,500千円でありましたが，投資有価証券により 500,000千円

固定負債については，前年度末残高は 48,365,437千円でありましたが，引当金 149,248千円が

流動負債については，前年度末残高は 11,993,694千円でありましたが，企業債 491,485千円，未払

21,439千円，未払金 973,719千円が減少しましたので，当年度末残高は 11,538,480千円となりました。

繰 延 収 益

固 定 資 産

流 動 資 産

増加し，企業債 1,856,973千円，リース債務 80,563千円が減少しましたので，当年度末残高は

46,577,149千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

増加し，減価償却により 8,267,609千円，除却により 287,290千円，売却により 10,421千円の合計

193,459,239千円とな り ま した 。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

費用 4,264千円，前受金 11,499千円，預り金 24,903千円，引当金 7,793千円が増加し，リース債務

当年度内に建設改良事業により 11,235,026千円，寄附により 189,800千円の合計 11,424,826千円が

資 本 金

増加し，現金及び預金 1,541,027千円，未収金 74,167千円，貯蔵品 21,505千円が減少しましたので，

固 定 負 債

貸 借 対 照 表（５）

比 較 貸 借 対 照 表

負 債 ・ 資 本 の 部

令和7年度
増 減

資 産 の 部

科目

増 減
（ △ 減 ）
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（単位　千円）

193,459,239 190,258,805 3,200,434 46,577,149 48,365,437 △ 1,788,288

20,065,990 21,698,213 △ 1,632,223 11,538,480 11,993,694 △ 455,214

25,724,944 26,520,203 △ 795,259

93,268,865 87,638,686 5,630,179

36,415,791 37,438,998 △ 1,023,207

213,525,229 211,957,018 1,568,211 213,525,229 211,957,018 1,568,211

（注）　貸借対照表は消費税及び地方消費税抜きの額である。

固定資産のうち，有形固定資産については，前年度末残高は 184,502,059千円でありましたが，

区分

科目

8,565,320千円が減少しましたので，当年度末残高は 187,361,565千円となりました。無形固定資産

計

剰 余 金

令和6年度
（ △ 減 ）

令和7年度 令和6年度

計

区分

流 動 負 債

当年度末残高は 20,065,990千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

流動資産については，前年度末残高は 21,698,213千円でありましたが，前払費用 4,476千円が

については，前年度末残高は 4,687,246千円でありましたが，建設改良事業により 101,808千円が増加

し，減価償却により 260,880千円が減少しましたので，当年度末残高は 4,528,174千円となりました。

が増加し，当年度末残高は 1,569,500千円となりました。これにより，固定資産の当年度末残高は

投資については，前年度末残高は 1,069,500千円でありましたが，投資有価証券により 500,000千円

固定負債については，前年度末残高は 48,365,437千円でありましたが，引当金 149,248千円が

流動負債については，前年度末残高は 11,993,694千円でありましたが，企業債 491,485千円，未払

21,439千円，未払金 973,719千円が減少しましたので，当年度末残高は 11,538,480千円となりました。

繰 延 収 益

固 定 資 産

流 動 資 産

増加し，企業債 1,856,973千円，リース債務 80,563千円が減少しましたので，当年度末残高は

46,577,149千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

増加し，減価償却により 8,267,609千円，除却により 287,290千円，売却により 10,421千円の合計

193,459,239千円とな り ま した 。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

費用 4,264千円，前受金 11,499千円，預り金 24,903千円，引当金 7,793千円が増加し，リース債務

当年度内に建設改良事業により 11,235,026千円，寄附により 189,800千円の合計 11,424,826千円が

資 本 金

増加し，現金及び預金 1,541,027千円，未収金 74,167千円，貯蔵品 21,505千円が減少しましたので，

固 定 負 債

貸 借 対 照 表（５）

比 較 貸 借 対 照 表

負 債 ・ 資 本 の 部

令和7年度
増 減

資 産 の 部

科目

増 減
（ △ 減 ）
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（単位　千円）

193,459,239 190,258,805 3,200,434 46,577,149 48,365,437 △ 1,788,288

20,065,990 21,698,213 △ 1,632,223 11,538,480 11,993,694 △ 455,214

25,724,944 26,520,203 △ 795,259

93,268,865 87,638,686 5,630,179

36,415,791 37,438,998 △ 1,023,207

213,525,229 211,957,018 1,568,211 213,525,229 211,957,018 1,568,211

（注）　貸借対照表は消費税及び地方消費税抜きの額である。

固定資産のうち，有形固定資産については，前年度末残高は 184,502,059千円でありましたが，

区分

科目

8,565,320千円が減少しましたので，当年度末残高は 187,361,565千円となりました。無形固定資産

計

剰 余 金

令和6年度
（ △ 減 ）

令和7年度 令和6年度

計

区分

流 動 負 債

当年度末残高は 20,065,990千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

流動資産については，前年度末残高は 21,698,213千円でありましたが，前払費用 4,476千円が

については，前年度末残高は 4,687,246千円でありましたが，建設改良事業により 101,808千円が増加

し，減価償却により 260,880千円が減少しましたので，当年度末残高は 4,528,174千円となりました。

が増加し，当年度末残高は 1,569,500千円となりました。これにより，固定資産の当年度末残高は

投資については，前年度末残高は 1,069,500千円でありましたが，投資有価証券により 500,000千円

固定負債については，前年度末残高は 48,365,437千円でありましたが，引当金 149,248千円が

流動負債については，前年度末残高は 11,993,694千円でありましたが，企業債 491,485千円，未払

21,439千円，未払金 973,719千円が減少しましたので，当年度末残高は 11,538,480千円となりました。

繰 延 収 益

固 定 資 産

流 動 資 産

増加し，企業債 1,856,973千円，リース債務 80,563千円が減少しましたので，当年度末残高は

46,577,149千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

増加し，減価償却により 8,267,609千円，除却により 287,290千円，売却により 10,421千円の合計

193,459,239千円とな り ま した 。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

費用 4,264千円，前受金 11,499千円，預り金 24,903千円，引当金 7,793千円が増加し，リース債務

当年度内に建設改良事業により 11,235,026千円，寄附により 189,800千円の合計 11,424,826千円が

資 本 金

増加し，現金及び預金 1,541,027千円，未収金 74,167千円，貯蔵品 21,505千円が減少しましたので，

固 定 負 債

貸 借 対 照 表（５）

比 較 貸 借 対 照 表

負 債 ・ 資 本 の 部

令和7年度
増 減

資 産 の 部

科目

増 減
（ △ 減 ）
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ので，当年度末残高は 93,268,865千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

以上が，令和7年度仙台市水道事業会計決算の大要です。

なお，用地の内訳は別表のとおりです。■■■■

繰延収益については，前年度末残高は 26,520,203千円でありましたが，長期前受金 795,259千円

減少しましたので，当年度末残高は 36,415,791千円となりました。■■■■■■■■■■■■

剰余金については，前年度末残高は 37,438,998千円でありましたが，利益剰余金 1,023,207千円が

資本金については，前年度末残高は 87,638,686千円でありましたが，5,630,179千円が増加しました

が減少しましたので，当年度末残高は 25,724,944千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■
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面 積 帳簿価額

(㎡） (千円）

青葉区芋沢字中田西29-1 53,697 25,401 隧道用地
外49

青葉区芋沢字甲野田中2-2 6,099 2,851 導水管路用地
外10

青葉区芋沢字中山下24-3 82,282 221,030 貯水池用地
外22

青葉区芋沢字中原17-1 67,460 35,943 浄水場用地
外40

青葉区芋沢字大竹原8-2 28,636 30,382 送水管路用地
外23

青葉区国見三丁目24-1 35,555 79,364 配水所用地
外17

青葉区上愛子字松原39-2 233 898 ポンプ場用地

青葉区国見二丁目55 930 221 配水管路用地
外12

青葉区芋沢字大竹原5-1 17,624 212,050 発生土処分用地
外9

小 計 292,516 608,140

青葉区熊ケ根字大原道19-1 876,055 909,071 水源用地
外60

青葉区大倉字大原新田12-5 2,135 21 隧道用地
外13

小 計 878,190 909,092

青葉区芋沢字中田西9-7 17,488 3,174 隧道用地 塩竈市共有地含
外10

青葉区芋沢字青野木84-3 45,570 184,196 導水管路用地 塩竈市共有地含
外46

青葉区国見六丁目13-2 67,295 203,416 浄水場用地 塩竈市共有地含
外14

青葉区小松島三丁目5-10 1,472 21,140 送水管路用地
外5

宮城野区枡江19-2 20,956 288,641 配水所用地
外11

青葉区国見六丁目13-14 234 1,446 ポンプ場用地
外2

青葉区貝ケ森二丁目21-5 3,653 51,235 配水管路用地
外14

青葉区川平三丁目13-14 2,029 16,002 流量計室用地
外2

青葉区芋沢字中田西9-8 1,999 5,433 その他用地 塩竈市共有地含
外7

小 計 160,696 774,683

施

設

用

地

大 倉 川
水 源 関 係

青 下
水 源 関 係

大 倉 ダ ム
水 源 関 係

別 表 ■ ■
用 地 内 訳 表

令和8年3月31日現在

区 分 所 在 使 用 目 的 備 考
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面 積 帳簿価額

(㎡） (千円）

川崎町小野字小地倉山1-10 254,001 28,777 隧道用地
外6

川崎町支倉字上赤沢山2-2 12,479 9,735 沈砂池用地

太白区茂庭字中谷地山8-3 34,860 28,364 導水管路用地
外63

太白区茂庭字上ノ原山128-2 127,581 181,811 浄水場用地
外15

太白区佐保山9-2 3,732 12,290 送水管路用地
外16

青葉区荒巻字青葉341-1 65,661 310,252 配水所用地
外18

青葉区荒巻字青葉694-4 20,943 179,553 ポンプ場用地
外6

太白区茂庭字人来田西7-3 92,840 393,075 配水管路用地 ガス局・建設局
外184 共有地含

太白区茂庭字坂ノ下29-3 100,719 327,520 発生土処分用地
外2

宮城野区仙台港北二丁目3-4 1,462 59,857 その他用地 ガス局・ＮＴＴ・
外13 東北電力共有地含

小 計 714,278 1,531,234

泉区福岡字東泉24-3 15,583 62,908 水源用地
外15

泉区福岡字台103-2 82,529 189,699 浄水場用地
  外3

泉区小角字下河原3-15 7,708 70,023 送水管路用地
 外29

泉区福岡字岳山3-13 77,952 976,951 配水所用地
 外24

青葉区芋沢字上新田50-7 20,238 220,137 ポンプ場用地
 外18

泉区実沢字荒神39-4 860 13,203 配水管路用地
 外12

泉区南中山一丁目44-5 1,025 27,292 高架水槽用地
 外1

泉区南光台二丁目68-543 514 2,726 流量計室用地

泉区福岡字大沢3-8 658 10,217 発生土処分用地
 外9

小 計 207,067 1,573,156

区 分 所 在 使 用 目 的 備 考

施

設

用

地

釜 房 ダ ム
水 源 関 係

七 北 田
ダ ム
水 源 関 係
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面 積 帳簿価額

(㎡） (千円）

太白区茂庭字大堤21-118 14,085 103,967 送水管路用地
 外12

太白区茂庭字馬越石20-5 80,398 762,737 配水所用地
 外19

青葉区芋沢字綱木坂32 21,746 337,026 ポンプ場用地
 外10

太白区茂庭字生出森45-2 20,502 105,451 配水管路用地
 外12

青葉区国見六丁目12-33 412 302 流量計室用地
外1

青葉区小松島四丁目53-2  108 8,810 その他用地

小 計 137,251 1,318,293

泉区福岡字檀ノ原56-5 900 13,768 導水管路用地
 外1

泉区朴沢字相ノ沢4 2,339 8,271 その他用地
 外2

小 計 3,239 22,039

青葉区大倉字高見沢11-2 9,307 9,147 導水管路用地
 外4

青葉区大倉字高見沢25-2 20,906 38,287 浄水場用地
 外8

青葉区上愛子字堤4-2 36,470 157,799 送水管路用地
 外68

青葉区大倉字下窪37-2 11,541 34,533 配水所用地

　　  外7

青葉区大倉字宮前4-1 5,935 21,968 ポンプ場用地
 外4

青葉区大倉字堰下12-6 10 30 その他用地
 

小 計 84,169 261,764

宮城野区扇町四丁目5-1 10,250 57,266 資材置場用地

富谷市富ケ丘一丁目3-88 56,008 205,243 その他用地
　 外43

小 計 66,258 262,509

計 2,543,664 7,260,910

施

設

用

地

広 域
水 道 関 係

宮 床 ダ ム
水 源 関 係

そ の 他 の
水 源 関 係

資 材 置 場
用 地 ほ か

区 分 所 在 使 用 目 的 備 考
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面 積 帳簿価額

(㎡） (千円）

太白区南大野田29-1 19,176 1,432,193 大野田庁舎用地
 外4

若林区卸町二丁目3-1 10,076 110,340 その他庁舎用地
 外2

計 29,252 1,542,533

合 計 2,572,916 8,803,443

所 在 使 用 目 的 備 考

事 務 所 用 地

区 分
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